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「
も
し
ト
ラ
」
か
ら
「
ま
た
ト
ラ
」
に
。

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
前
米
大
統
領
・
共

和
党
候
補
（
78
）
は
民
主
党
の
カ
マ
ラ
・

ハ
リ
ス
副
大
統
領
（
60
）
を
制
し
、「
米

国
を
再
び
真
に
偉
大
な
国
に
す
る
」
と
勝

利
を
宣
言
し
た
。

　

綿
密
に
練
ら
れ
た
第
２
期
政
権「
ト
ラ
ン
プ
２
・

０
」
チ
ー
ム
が
活
発
に
動
い
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ

氏
の
勝
因
に
つ
い
て
は
専
門
家
に
ま
か
せ
る
と
し

て
も
、「
偉
大
な
こ

と
」「
強
い
こ
と
」

「
戦
う
こ
と
」
が
大
好
き
な
ア
メ
リ
カ
人
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
東
奔
西
走
す
る
年
齢
を
感
じ
さ

せ
な
い
「
戦
う
男
」、
演
説
中
に
銃
弾
が
右
耳
を

か
す
り
、
血
が
頬
を
つ
た
う
な
か
拳
を
突
き
上
げ

て
「
戦
う
ぞ
！
」
と
叫
び
演
説
を
や
め
な
い
「
強

い
男
」
は
、「
誇
り
高
き
」「
勇
敢
な
男
」
で
も
あ

っ
た
。有
権
者
は
そ
ん
な
男
を
待
っ
て
い
た
の
だ
。

　

か
つ
て
、
１
９
８
０
年
代
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の

も
と
で
米
国
の
国
際
競
争
力
が
大
幅
に
低
下
し
て

い
た
と
き
、
国
家
戦
略
と
し
て
製
造
業
再
生
の
戦

略
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
創
設
し
た
の
が
マ
ル
コ

ム
・
ボ
ル
ド
リ
ッ
ジ
商
務
長
官
だ
っ
た
。
そ
の
名

を
冠
し
た
ボ
ル
ド
リ
ッ
ジ
賞
（
米
国
国
家
経
営
品

質
賞
）
は
１
９
８
７
年
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
で
全
国

展
開
さ
れ
、
優
れ
た
経
営
シ
ス
テ
ム
を
有
す
る
企

業
・
団
体
な
ど
を
大
統
領
自
ら
が
表
彰
を
行
っ
た
。

　

通
商
・
産
業
政
策
を
担
う
次
期
商
務
長
官
ハ
ワ

ー
ド
・
ラ
ト
ニ
ッ
ク
氏
（
63
）
は
製
造
業
の
国
内

回
帰
を
訴
え
る
強
硬
派
の
実
業
家
。
い
か
な
る
戦

略
だ
ろ
う
か
。
大

統
領
首
席
補
佐
官

ス
ー
ジ
ー
・
ワ
イ
ル
ズ
氏
（
67
）
は
ト
ラ
ン
プ
氏

の
選
挙
参
謀
で
あ
り
最
側
近
だ
。
強
い
リ
ー
ダ
ー

の
も
と
に
結
集
す
る
し
た
た
か
な
閣
僚
た
ち
と
の

ハ
ー
ド
な
「
取
引
」
が
展
開
す
る
。

　

製
造
業
再
生
で
空
母
「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
」

の
レ
ー
ガ
ン
政
権
を
、
忠
誠
を
誓
う
閣
僚
人
事
で

映
画
「
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
」
の
ド
ン
・
コ
ル
レ

オ
ー
ネ
の
掟

お
き
てを
思
い
だ
す
。

　
「
再
び
偉
大
な
国
」
を
立
ち
上
げ
る
人
達
を
見

つ
め
た
い
。

晴耕雨読

強
い
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
に
結
集

電
気
保
安

法
　
　人

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
保
守
点
検
料
を

見
直
し
ま
せ
ん
か
!!

大
阪
府
内
を
中
心
に
近
畿
圏
内
で
１
，０
０
０
余
件
の
実
績
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保
安
管
理

の
業
務
内
容

①
月
次
点
検
　②
年
次
点
検・
精
密
点
検

③
臨
時
点
検
　④
事
故
応
動
　⑤
官
庁
手
続

⑥
　
　
　
　
　
　
　

コ
ス
ト
を
か
け
ず
、
電
気
料
金
を
下
げ
る

「
新
電
力
」
㈱
Ｕ―

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
の
ご
紹
介

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中

5日  ゲスト ： 小笹霞さん
「地域給食に『自然野菜』を届けるプロジェクト」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

12日  ゲスト ： 石津寿朗さん「毎週、倫理実践！」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

19日  新刊案内「白川静さんに学ぶ 漢字の秘
密まるわかり」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

26日  「ちょっとほんわかする話」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

12月

私
の
小
さ
な
人
生
論

人
間
の
幸
せ
な
生
き
方
の
探
究
飯
塚
秀
夫
著

一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
名
誉
法
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

次
世
代
に
送
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
米
寿
記
念
出
版
。

Ｂ
６
判
31
ペ
ー
ジ
並
製
本
、定
価
１
、１
０
０
円（
税
込
み
）
ドニエプル出版
 TEL 072-926-5134

　
〝
歯
ブ
ラ
シ
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
ま
で
〞
世
界
屈
指
の
モ
ノ
づ
く
り

企
業
が
一
堂
に
集
う
第
37
回
東
大
阪
産
業
展
・
テ
ク
ノ
メ
ッ
セ
東
大
阪
２
０

２
４
（
東
大
阪
商
工
会
議
所
産
業
展
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
11
月
６
日
と

７
日
に
大
阪
市
中
央
区
の
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
で
開
催
さ
れ
、
過
去
最
多

と
な
る
１
０
１
の
企
業
・
団
体
が
出
展
し
た
。

　

超
高
層
建
築
物
を
支
え

る
高
強
度
な
鋲び

ょ
う
ら螺
や
、
高

速
鉄
道
の
安
全
走
行
を
担

う
架
線
金
物
…
。

　

産
業
展
に
は
、
大
手

メ
ー
カ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
を

は
じ
め
と
し
た
来
場
者
が

ブ
ー
ス
前
で
担
当
者
の
話

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
商

談
ブ
ー
ス
も
満
席
状
態
が

続
い
た
。

　

地
域
に
密
着
し
、
企
業

を
支
え
る
大
阪
シ
テ
ィ
信

用
金
庫
企
業
支
援
部
（
大

阪
市
中
央
区
北
浜
２

―
５
―
４
）
の
担
当

者
は
次
の
よ
う
に
話

す
。

　
「
経
営
者
の
高
齢

化
に
伴
う
事
業
承
継

問
題
や
、
原
材
料
の

高
騰
な
ど
課
題
は
多

い
が
、
地
域
と
と
も

に
歩
ん
で
き
た
金
融

機
関
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
顧
客
の
強
み

が
活
き
る
サ
ポ
ー
ト
を
進

め
て
い
き
た
い
」

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
よ
る
人
材
不
足
は
、
コ

ン
マ
数
ミ
リ
の
高
い
精
度

を
求
め
ら
れ
る
モ
ノ
づ
く

り
の
現
場
は
も
と
よ
り
、

消
費
者
に
よ
り
近
い
外
食

産
業
や
食
品
製
造
業
の
現

場
に
顕
在
化
し
て
い
る
。

21
世
紀
初
頭
、
世
界

を
震
撼
さ
せ
た
Ｓサ

ー
Ａ
Ｒ

Ｓズ

（
重
症
急
性
呼
吸
器
症

候
群
）
対
策
で
世
界
の
五

指
に
選
ば
れ
た
銀
イ
オ
ン

製
品
を
製
造
・
販
売
す
る

株
式
会
社
環
境
シ
ル
バ
ー

（
東
大
阪
市
若
江
東
町
５

―
１
―
34
）
は
、
高
度
な

滅
菌
力
を
求
め
ら
れ
る
医

療
器
具
洗
浄
剤
を
応
用
し

た
商
品
「
ベ
ス
ト
ウ
ォ
ッ

シ
ン
グ
」
で
、
外
食
産
業

従
事
者
最
大
の
退
職
理
由

と
さ
れ
る
厨
房
機
器
の
清

掃
負
担
を
軽
減
さ
せ
、
業

務
用
で
実
証
さ
れ
た
高
い

安
全
性
で
小
さ
な
子
ど
も

の
い
る
家
庭
に
も
販
路
を

広
げ
て
い
る
。

　

２
０
２
５
年
は
、大
阪
・

関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
る

と
と
も
に
阪
神
淡
路
大
震

災
か
ら
節
目
と
な
る
30
年

を
迎
え
る
。
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
が
高
い
確
率
で

迫
る
な
か
、
同
社
の
河
邊

優
社
長
は
、
大
手
メ
ー

カ
ー
や
事
業
家
仲
間
ら
と

と
も
に
減
災
に
欠
か
せ
な

い
常
用
兼
非
常
用
蓄
電
池

の
分
野
に
参
入
す
る
。

　

銀
イ
オ
ン
で
培
わ
れ
た

モ
ノ
づ
く
り
の
精
神
で
、

持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ

し
、〝
い
ぶ
し
銀
〞
の
挑

戦
は
続
く
。（

池
内
文
藏
）

ブース前で
熱心に耳を
傾ける来場
者

株式会社環境シルバーのブース
（左から河邊富久常務、河邊優
社長、河邊陽介取締役）

　

第
２
回
は
な
の
わ
文
化

祭
が
11
月
10
日
に
東
大
阪

大
学
（
東
大
阪
市
西
堤
学

園
町
３
―
１
―
１
）
で
開

か
れ
た
。〝
微
妙
な
距
離

感
で
お
節
介
を
や
く
隣
の

お
ば
ち
ゃ
ん
〞
に
よ
る
地

域
共
同
体
の
再
生
を
め
ざ

す
「
は
な
の
わ
共
感
事
業

協
働
組
合
」（
大
竹
口
聡

美
代
表
）
が
主
催
。

　

敬
愛
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
や
ラ
ウ
レ
ア
・

フ
ラ
ス
タ
ジ
オ
に
よ
る
フ

ラ
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
「
は
な
の

わ
ス
テ
ー
ジ
」、
酵
素
お

む
す
び
や
米
粉
食
パ
ン
な

ど
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
「
は

な
の
わ
マ
ル
シ
ェ
」、
交

通
安
全
お
守
り
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
フ
ラ
ワ
ー
ヘ
ッ

ド
ア
レ
ン

ジ
な
ど
が

体
験
で
き

る
「
は
な

の
わ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ

プ
」
が
地

域
の
人
を

楽
し
ま
せ

た
。

　

昨
年
よ
り
さ
ら
に
盛
り

　

人
気
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
、

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

「
こ
ー
ば
へ
行
こ
う
！
」
が

今
年
も
東
大
阪
の
町
工
場

な
ど
47
カ
所
で
開
か
れ
た

（
西
エ
リ
ア
は
11
月
８
日

と
９
日
、
東
エ
リ
ア
は
11

月
15
日
と
16
日
）。

　

モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
東

大
阪
を
リ
ア
ル
に
体
験
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
内
容

は
工
場
見
学
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
や
マ
ル
シ
ェ
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
音
楽
ラ
イ
ブ

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

東
エ
リ
ア
会
場
の
１

つ
、
野
田
金
属
工
業
株
式

会
社
（
山
本
秀
雄
社
長
、

東
大
阪
市
鴻
池
徳
庵
町
４

―
８
）
で
は
、
工
場
見
学

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
加
え
、

ス
テ
ン
レ
ス
で
ウ
サ
ギ
の

オ
ブ
ジ
ェ
を
作
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
同
社
員
手
作

り
の
射
的
や
ス
マ
ー
ト
ボ

ー
ル
な
ど
の

ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
、
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
生

ラ
イ
ブ
、
岡

山
県
グ
ル
メ

蒜ひ
る

山ぜ
ん
お
こ
わ

や
十と

勝か
ち

豚
丼

な
ど
の
マ
ル

シ
ェ
・
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
で
来
場
者
を
も

て
な
し
た
。

　

な
お
、
同
社
は
大
阪
・

関
西
万
博
の
「
大
阪
ヘ
ル

ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
」
に

出
展
予
定
だ
。

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー  

こ
ー
ば
へ
行
こ
う
！

東大阪の
町工場など
47カ所で
開催

製品説明をする山本秀雄
社長（左）

　

第
８
回
世
界
平
和
祈
り

の
幕
開
け
が
11
月
11
日
に

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

ル
（
神
戸
市
中
央
区
港
島

中
町
６
）
で
開
か
れ
、
３

０
０
人
以
上
が
集
い
祈
り

を
捧
げ
た
。
主
催
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
神
戸
平
和
研
究
所

（
神
戸
市
中
央
区
旗
塚
通

６
―
２
―
２
）。

　

開
会
の
挨
拶
で
、
杣
浩

二
理
事
長
（
73
）
＝
写
真

＝
は
「
対
立
よ
り
も
協

調
」
と
い
う
同
研
究
所
の

理
念
を
強
調
し
た
。
世
界

の
紛
争
や
戦
争
の
原
因
は

個
人
の
不
寛
容
に
あ
る
と

指
摘
。
自
分
（
あ
る
い
は

自
分
の
所
属
し
て
い
る
集

団
）
が
他
者
よ
り
優
れ
て

い
る
と
考
え
、
他
者
と
の

差
異
に
注
目
す
る
と
い
う

罪
深
い
性
向
が
人
間
に
は

あ
り
、
こ
れ
を
取
り
払
わ

な
い
限
り
平
和
な
世
界
を

実
現
す
る
こ
は
で
き
な

い
。

　

そ
の
後
、
コ
ン
ゴ
民
主

共
和
国
、
イ
タ
リ
ア
、
タ

ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国
か

ら
の
来
賓
が
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
し
た
。

　

続
い
て
、
世
界
連
邦
運

動
協
会
の
活
動
紹
介
後

に
、
神
道
、
仏
教
、
ユ
ダ

ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ

ス
ラ
ー
ム
、
天
理
教
、
大

本
教
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

タ
イ
ル
で
平
和
の
祈
り
が

捧
げ
ら
れ
た
。

　

第
９
回
は
来
年
11
月
11

日
に
同
会
場
で
開
催
予

定
。

11
月
10
日
、
東
大
阪
市

松
原
南
１
の
花
園
中
央
公

園
噴
水
広
場
で
８
大
ア
レ

ル
ゲ
ン
不
使
用
の
屋
外

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
が
開
催

さ
れ
た
。
東
大
阪
市
・
東

大
阪
市
教
育
委
員
会
後

援
。

　

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
同
日
に
高
校
ラ
グ

ビ
ー
の
府
大
会
開
催
も

重
な
り
多
く
の
人
出

で
賑に

ぎ
わ
っ
た
。
本
イ

ベ
ン
ト
は
日
本
最
大

規
模
の
ア
レ
ル
ギ
ー

フ
レ
ン
ド
リ
ー
フ
ー

ド
フ
ェ
ス
タ
。
企

業
出
店
９
社
の
ほ

か
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

５
台
、
食
品
提
供
16

ブ
ー
ス
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
・
手
作
り

雑
貨
販
売
な
ど
合
わ

せ
て
合
計
42
店
舗
に

よ
る
屋
外
イ
ベ
ン
ト

だ
。
関
西
一
円
に
留

ま
ら
ず
、
広
島
や
岩
手
か

ら
も
出
店
者
が
噴
水
を
取

り
囲
む
よ
う
に
軒
を
連
ね

た
。

　
「
ゆ
め
を
語
ろ
う
Ｐ
Ｒ

ブ
ー
ス
」
で
は
、
協
賛
企

業
で
あ
る
。
株
式
会
社
西

村
機
械
製
作
所
の
西
村
元

樹
社
長
（
51
）
が
、
米
粉

の
特
徴
に
つ
い
て
、
実
演

を
絡
め
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
説
明
。
そ
れ
ぞ
れ
の

出
店
者
代
表
が
グ
ル
テ
ン

フ
リ
ー
や
ア
レ
ル
ゲ
ン
不

使
用
の
商
品
作
り
へ
の
思

い
を
発
信
し
て
い
た
。

　

記
者
も
実
際
に
「
米
粉

う
ど
ん
」
を
試
食
し
て
み

た
が
、
小
麦
粉
う
ど
ん
に

比
べ
て
「
弾
力
が
あ
る
」

と
感
じ
た
。
店
主
に
話
を

聞
い
て
み
る
と
、
実
際
に

は
小
麦
粉
う
ど
ん
の
方

が
、
小
麦
に
含
ま
れ
る
グ

ル
テ
ン
の
成
分
に
よ
り
、

う
ど
ん
な
ら
で
は
の
「
弾

力
・
コ
シ
」
が
出
る
と
い

う
。
弾
力
や
コ
シ
に
つ
い

て
は
小
麦
粉
の
う
ど
ん
に

分
が
あ
る
の
だ
。

　

そ
れ
で
も
小
麦
ア
レ
ル

ギ
ー
に
よ
り
小
麦
粉
う
ど

ん
が
食
べ
ら
れ
な
い
人
向

け
に
、
小
麦
粉
う
ど
ん
に

負
け
な
い
米
粉
う
ど
ん
を

開
発
し
て
き
た
、
と
店
主

は
話
し
て
く
れ
た
。
実
際

に
食
べ
て
も
小
麦
粉
う
ど

ん
と
比
べ
て
遜
色
の
な
い

味
が
し
た
の
で
、
米
粉
う

ど
ん
の
質
が
上
が
っ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
他
で
も
、
米
粉
の

パ
ン
に
ド
ー
ナ
ツ
、
ク
ッ

キ
ー
に
ベ
ー
グ
ル
等
、
米

粉
を
使
っ
た
食
材
の
店
が

多
か
っ
た
が
、
原
材
料
サ

ツ
マ
イ
モ
１
０
０
％
の

「
焼
き
芋
」
や
、
岩
手
の

牧
場
が
出
店
し
た
「
無
添

加
ソ
ー
セ
ー
ジ
」
の
店
が

大
人
気
で
、
行
列
が
絶
え

な
か
っ
た
。

　

今
、
小
学
校
の
ク
ラ
ス

で
は
30
人
に
１
〜
２
人
が

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
だ

と
い
う
。
そ
の
子
ど
も
た

ち
は
皆
と
一
緒
の
給
食

が
食
べ
ら
れ
ず
、
別
メ

ニ
ュ
ー
で
対
応
し
て
い
る

そ
う
だ
。

　

そ
ん
な
な
か
、
箕
面
市

で
は
学
校
給
食
の
「
低
ア

レ
ル
ゲ
ン
献
立
」
化
を
実

施
し
て
お
り
、
多
く
の
子

ど
も
が
同
じ
給
食
を
食
べ

ら
れ
る
献
立
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
と
い
う
。

　

東
大
阪
市
で
も
、「
低

ア
レ
ル
ゲ
ン
献
立
の
導
入

を
」
と
動
き
出
し
て
い
る

人
が
い
る
。

　

自
身
や
家
族
が
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
で
な
い
限
り
、

ア
レ
ル
ギ
ー
に
敏
感
に
な

り
に
く
い
が
、
日
々
の
食

事
で
困
っ
て
い
る
人
は
確

実
に
い
る
。
そ
の
人
た
ち

も
一
緒
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲

み
、
同
じ
食
事
を
楽
し
ん

で
欲
し
い
。
そ
ん
な
愛
情

の
詰
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た
。（
根
岸
健
太
郎
）

　

８
大
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。
消
費
者
庁
の
公
表
資
料
に
よ
る
と
、「
重

篤
度
・
症
例
数
の
多
い
８
品
目
（
え
び
、
か
に
、

く
る
み
、
小
麦
、
そ
ば
、
卵
、
乳
、
落
花
生
）
に

つ
い
て
は
、
食
品
表
示
基
準
で
表
示
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
」。
こ
れ
ら
８
品
目
の
食
物
が
８
大

ア
レ
ル
ゲ
ン
と
さ
れ
る
。

米粉を説明する西村元樹社長

小麦粉うどんに負けない米粉うどん

上
が
り
を
見
せ
た
同
文
化

祭
は
、
大
き
な
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
に
な
り
そ
う
だ
。

オープニングを飾る敬愛高等学校吹奏楽部
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広域

屋外フードフェスタ 開催屋外フードフェスタ 開催
花園中央公園噴水広場

８大アレルゲン不使用

一般社団法人介護総合支援センター主催

学ぼう、語り合おう、つながろう！学ぼう、語り合おう、つながろう！
令和6年  介護と福祉の勉強会令和6年  介護と福祉の勉強会

参加費　1,000 円（会員の方：無料）
申　込　090-3725-3520（北野）

会　場　エル・おおさか
　　　　大阪市中央区北浜東 3-4

親に介護が必要になったら

10月20日（日）
勉強会 一般向けセミナー

12月15日（日）
11月17日（日）

ディスカッションテーマ

9：30～11：30 ただいま新規会員募集中 !!

主催：日本ウクライナ文化交流協会　八尾市山本町南 6-2-29　TEL 072-926-5134　 FAX 072-921-6893

ウクライナ支援ウィーク
12／27（金）～ 12／29（日）10：30 ～ 16：00
会　場　近鉄文化サロン上本町 
        　 大阪市天王寺区上本町 6-1-55（近鉄百貨店上本町店 10 階） 

参加費　無料 

　ロシアによるウクライナ全面侵攻から3年が経とうとして
います。世界の関心が薄れつつありますが、今こそ支援が
必要です。そこで12月27日（金）~29日（日）に「ウクライ
ナ支援ウィーク」を開催します。ウクライナの絵画、民族衣
装、雑貨などを通してウクライナを知っていただきたいと思
います。講演会も開催します。ぜひお聞きください。

講
演
会
情
報

■ウクライナの歴史
■12/27（金）13:30~15:30
■日本ウクライナ文化交流協会
　会長　小野元裕

■ウクライナ避難民の現状
■12/28（土）13:30~15:30
■一般社団法人 関西ウクライナ友好協会
　事務局長　柳原沙知花

■ウクライナ現地の今
■12/29（日）13:30~15:30
■NGO ウクライナに平和を生駒
　代表　星野智

西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
作
り
の
た
め
の

寄
付
の
お
願
い

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が

次
々
と
母
国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ

ダ
ー
リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
避
難
所
を
作
り
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
）２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

西ウクライナ避難所西ウクライナ避難所



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和６年１２月１日（日）

ほ
め
達

ほ
め
達
で
人
生
を
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
に
！

株
式
会
社
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
社
長
・
ほ
め
達
特
別
認
定
講
師

美
馬
功
之
介
さ
ん

映
画
Ｃ
Ｍ
で
お
な
じ
み
の

美
馬
功
之
介
社
長
（
56
）

が
、
社
員
一
丸
と
な
っ
て

推
進
す
る
「
ほ
め
達
」
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
講

演
し
た
。

　
「
ほ
め
達
」
と
は
、
一

般
社
団
法
人
ほ
め
る
達
人

協
会
が
推
進
す
る
〝
目
の

前
の
人
や
モ
ノ
、
起
き
る

出
来
事
な
ど
に
独
自
の
切

り
口
で
価
値
を
見
つ
け
出

す
「
価
値
発
見
の
達
人
」

を
育
成
す
る
〞
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
全
国
の
企
業
や
学

校
教
育
現
場
で
導
入
さ

れ
、
大
き
な
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
同
協
会
の
特
別

認
定
講
師
と
し
て
日
本
中

か
ら
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
の
美

馬
社
長
も
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
の
な
か
感
染
対
策
を
万

全
に
施
し
た
カ
フ
ェ
バ
ー

で
街
の
人
び
と
と
向
き

合
っ
た
。
一
昨
年
進
出
し

た
東
大
阪
市
で
も
、
多
忙

な
業
務
の
合
間
を
縫
い
、

企
業
の
研
修
や
学
校
の
教

壇
に
立
ち
「
ほ
め
達
」
の

楽
し
さ
や
大
切
さ
を
伝
授

し
続
け
て
き
た
。

　
「〝
ほ
め
る
〞
こ
と
は
最

高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。

渡
せ
ば
渡
す
ほ
ど
自
分
に

も
会
社
に
も
返
っ
て
き

ま
す
！　
〝
ほ
め
達
で
人

生
を
Ｈハ

ッ

ピ

ー

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
に
！
〞」

と
笑
顔
で
強
調
す
る
美
馬

　

エ
ス
テ
サ
ロ
ン
ｋ
ｉ
ｒ

ａ
ｒ
ａ
（
キ
ラ
ラ
）
＝
村

松
真
代
代
表
、
八
尾
市
光

南
町
２
―
２
―
３
９
＝
の

10
周
年
感
謝
パ
ー
テ
ィ
ー

が
11
月
16
日
に
シ
ェ
ラ
ト

ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪

市
天
王
寺
区
上
本
町
６
―

１
―
55
）
で
華
や
か
に
開

か
れ
た
。

　

親
会
社
で
あ
る
株
式
会

社
村
松
（
村
松
孝
一
社

長
、
東
大
阪
市
大
蓮
東
３

―
８
―
12
）
の
創
業
65
周

年
と
い
う
節
目
の
年
で
も

あ
り
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
映
像
と
動
画
で
同
社
の

歩
み
と
仕
事
の
内
容
が
紹

介
さ
れ
た
。

　

塗
装
業
を
メ
ー
ン
事
業

と
し
な
が
ら
、
他
社
で
は

で
き
な
い
特
別
な
改
装
工

事
を
手
が
け
る
同
社
の
理

念
は
「
す
べ
て
の
人
が
文

化
的
で
豊
か
な
生
活
を
送

を
美
し
く
装
い
、
ｋ
ｉ
ｒ

ａ
ｒ
ａ
は
身
体
を
美
し
く

装
う
。

　

共
通
す
る
テ
ー
マ
は

「
装
う
」
だ
。

　

こ
の
日
集
っ
た
約
60
人

は
皆
美
し
く
豊
か
な
表
情

を
湛た

た
え
て
い
た
。

る
お
手
伝
い
」。

　

あ
っ
と
驚
く
外
観
を
つ

く
り
、
心
地
よ
い
空
間
を

提
供
す
る
こ
と
が
モ
ッ

ト
ー
だ
。

　

株
式
会
社
村
松
は
建
物

受
賞
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
髙
山
佳
洋

元
八
尾
市
保
健
所
長

二酸化炭素排出量削減目標をグラフで説明

仕事内容を紹介する村松孝一社長

挨拶する村松真代代表

映画CMでおなじみ〝お風呂ポーズ〟
で盛り上げる美馬功之介社長（右）

吉川敏一理事長

株
式
会
社

村
松

創
業
65
周
年

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
面
侵
攻
が
始
ま

っ
た
の
は
２
０
２
２
年
２
月
24
日
。
ミ
サ
イ
ル
に

よ
る
爆
撃
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
奇
襲
な
ど
、
来
る

日
も
来
る
日
も
ロ
シ
ア
の
非
情
な
攻
撃
が
続
き
、

市
民
は
精
神
的
に
疲
れ
き
っ
て
い
る
。

11
月
19
日
で
１
０
０
０
日
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内

は
も
と
よ
り
世
界
各
国
で
、
こ
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

な
日
に
ロ
シ
ア
に
向
け
て
攻
撃
停
止
運
動
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
張
本
人
の
プ
ー
チ
ン
は

馬
耳
東
風
。
素
知
ら
ぬ
顔
で
さ
ら
に
熾
烈
な
攻
撃

を
繰
り
返
す
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
市
民
活
動
家
ら
は
「
１
０
０
０

日
で
は
な
く
、
３
９
２
５
日
だ
」
と
世
界
に
向
け

て
強
く
発
信
す
る
。

　

こ
の
侵
略
戦
争
は
１
０
０
０
日
の
前
に
２
９
２

５
日
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
２
０
１
４
年
２
月
20
日

の
ク
リ
ミ
ア
侵
攻
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
。

　

世
界
の
多
く
の
人
は
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
誰

一
人
と
し
て
忘
れ
て

は
い
な
い
。
忘
れ
よ

う
と
し
て
も
決
し
て

忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

２
０
１
３
年
に
ク

リ
ミ
ア
を
訪
れ
た
と

き
の
こ
と
を
し
ば
し

ば
思
い
出
す
。

　

セ
バ
ス
ト
ポ
リ
に

ロ
シ
ア
の
軍
艦
が
異

様
に
増
え
、
空
に
は

ロ
シ
ア
の
戦
闘
機
が

ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
飛
ん

で
い
た
。
ク
リ
ミ
ア
・
ア
ニ
メ
ク
ラ
ブ
の
代
表
が

暗
い
表
情
で
説
明
し
て
く
れ
た
あ
の
言
葉
が
脳
裏

に
こ
び
り
付
い
て
離
れ
な
い
。

　
「
ロ
シ
ア
が
攻
め
て
き
ま
す
」

　

続
く
副
代
表
の
言
葉
が
衝
撃
的
だ
っ
た
。

　
「
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
が
弱
腰
な
の
で
、

ロ
シ
ア
が
攻
め
て
き
ま
す
」

　

オ
バ
マ
大
統
領
は
一
貫
し
て
〝
対
話
〞
で
解
決

し
よ
う
と
し
た
が
、
プ
ー
チ
ン
は
そ
の
姿
勢
を
見

て
、
ク
リ
ミ
ア
侵
攻
に
踏
み
切
っ
た
。

　

今
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
責
任
が
大
き
く
問
わ
れ

て
い
る
。
も
し
あ
の
と
き
、
米
軍
を
ク
リ
ミ
ア
に

投
入
し
て
い
れ
ば
、
こ
ん
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か

っ
た
。〝
そ
も
そ
も
論
〞
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。

　

窓
越
し
に
初
雪
を
眺
め
熱
々
の
コ
ー
ヒ
ー
を
す

す
り
な
が
ら
考
え
て
し
ま
う
。

　

あ
の
３
人
の
学
生
は
果
た
し
て
仲
直
り
で
き
た

の
だ
ろ
う
か
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
257

11月19日で1000日

ウクライナ

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

地域脱炭素移行・再エネ推進交付金

２億円 のうちまだ ４割

One World One Healthの重要性
（EXPO2025に向けて）

第10回第10回METイノベーションサミットMETイノベーションサミット

第72回女性フェスティバル

第18回 女性貢献賞に
髙山佳洋元八尾市保健所長

エステサロン kiraraエステサロン kirara
10周年感謝パーティー10周年感謝パーティー

一般財団法人日本
国際飢餓対策機構

能
登
半
島
地
震

被
災
者
支
援

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！

3日  大阪北区倫理法人会相談役　松井直輝氏「井村雅代物語～世界のトップコーチから学ぶ～」
10日  倫理研究所法人スーパーバイザー　山本一氏「本を忘れず～両親からのメッセージ～」
17日  大阪鴻池倫理法人会会長　吉岡篤氏「人生の答えあわせ」
24日  八尾市倫理法人会幹事　迫田正貴氏「過去の自分と今　倫理に入会して学んだこと」

5日  八尾市倫理法人会幹事　中山聖士氏「倫理から世界へ！　経営者育成委員会の学びを活かして」
12日  新大阪倫理法人会相談役　鈴木昭彦氏「キリンの首　象の鼻」
19日  大阪府倫理法人会副会長　浜野太郎氏「倫理と臨死」
26日  大阪鴻池倫理法人会実行委員　夏山敬介氏「偉大な矢印」

6日  倫理研究所法人スーパーバイザー　木村雅氏「倫理法人会で学び続ける意味」
13日  茨木市倫理法人会会長　橘信吉氏「自分が変われば、世界が変わる！」
20日  東大阪市倫理法人会副専任幹事　渡邊真希氏「人生の岐路に立って」
27日  大阪府倫理法人会大阪東部地区地区長　有田三千子氏「リーダーの使命と目標達成の意義」

●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-234512月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-096812月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-467712月の予定

が
、
ス
ト
レ
ス
・
食
べ

過
ぎ
・
運
動
不
足
や
睡

眠
不
足
な
ど
か
ら
生
じ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
心
の
健
康
を
加
え

て
、
身
体
の
健
康
の
４

要
素
と
し
て
心
の
健
康
・

栄
養
・
運
動
と
休
養
と

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
に
社
会

性
を
付
け
加
え
「
身
体

の
健
康
の
５
要
素
」
と

　

お
元
気
で
楽
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
で
す

か
。

　

さ
て
今
回
は
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
い
て

の
話
で
す
。
こ
の
頃
こ

の
言
葉
を
よ
く
聞
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
」
と
は
ウ
ェ
ル
（
良

い
）、ビ
ー
イ
ン
グ
（
状

態
）。
す
な
わ
ち
心
と

身
体
と
社
会
性
の
す
べ

て
が
健
康
で
良
い
状
態

の
こ
と
。
言
い
換
え
れ

ば
心
の
健
康
・
栄
養
・

運
動
・
休
養
・
社
会
性

が
バ
ラ
ン
ス
良
く
保
た

れ
、
健
康
で
幸
せ
な
状

態
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
身
体

の
健
康
の
３
要
素
と
は

栄
養
、運
動
と
休
養
で
す
。

し
か
し
、
現
代
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
生
じ

る
生
活
習
慣
病
の
多
く

し
た
の
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
で
す
。

　

そ
こ
で
毎
日
を
健
康

で
幸
せ
と
い
う
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
に
暮
ら
す

た
め
に
、
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
な
ど
を
し
て
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
で
穏
や
か
な

心
で
い
る
こ
と
（
心
の

健
康
）、
美
味
し
い
食
事

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

る
こ
と
、
散
歩
や
ジ
ョ

ギ
ン
グ
な
ど
適
当
な
運

動
を
す
る
こ
と
、
十
分

な
休
息
や
睡
眠
を
と
る

こ
と
（
以
上
、
身
体
の

健
康
）、
趣
味
の
会
な

ど
に
参
加
し
他
者
と
楽

し
く
関
わ
る
こ
と
（
社

会
性
）
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
普
段

か
ら
健
康
で
幸
せ
と
い

う
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

に
な
る
よ
う
に
心
身
に

良
い
も
の
を
意
識
的
に

選
択
し
行
動
す
る
こ
と

が
幸
せ
に
人
生
を
生
き

る
秘
訣
で
す
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
〝
幸
せ
〞
に
つ

い
て
考
え
、
味
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に

九
州
大
学
名
誉
教
授

岩
崎
　
勇

⑳

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
①

※中学生以下のお子様のご入場はご遠慮願います ※車椅子でお越しの方は事前にご連絡をお願いします

日　　程　令和7(2025)年 1月5日（日） 

チケット　前売り：3,000円　　 当　日：3,500円
　　　　　　プリズムクラブ（友の会）：2,700円
　　　　　　障がいのある方とその介添えの方（一名様まで）：2,500円

チケット
のお求め

笑助プリズム落語会
新春!! 親子で楽しむ

14:00開演／ 13:30開場
（16:10 終演予定）

会　　場　八尾市文化会館(プリズムホール) 小ホール

①笑福亭笑助落語プロジェクト先行販売　10月1日(火) 午前 10:00～
　笑助落語プロジェクト：shousuke0918@gmail.com
　先行発売予約サイト
②プリズムクラブ（友の会） 10月6日(日) 午前 10:00～
③一般発売 10月6日(日) 午前 10:00～ 発売開始
　※販売は12月26日まで。その後は笑助落語プロジェクトにお願いします。

イ ベ ン ト 情 報

　

第
72
回
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
10

月
23
日
に
八
尾
市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム

ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
（
八
尾
市
光
町

２
）
で
開
か
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
学
習

を
通
し
て
、
み
ん
な
が
活
躍
で
き
る
社

会
を
！
」。

　

主
催
は
八
尾
市
女
性
団
体
連
合
会

（
⻆
田
禮
子
会
長
）。
八
尾
市
と
八
尾
市

教
育
委
員
会
が
後
援
し
た
。

　

第
18
回
女
性
貢
献
賞
を
受
賞
し
た
の

は
髙
山
佳
洋
元
八
尾
市
保
健
所
長
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
全
身
全
霊
を
傾
け

て
市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
力
を
尽
く

し
た
功
績
が
讃
え
ら
れ
た
。

　

八
尾
市
は
、
国
の
地
域
脱
炭
素
移

行
・
再
エ
ネ
推
進
交
付
金
（
重
点
対

策
加
速
化
事
業
）
に
採
択
さ
れ
た
。

　

八
尾
市
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削

減
目
標
は
２
０
５
０
年
度
ま
で
に
実

質
ゼ
ロ
、
２
０
３
０
年
度
に
は
２
０

１
３
年
度
比
で
50
％
削
減
。
そ
の
た

め
に
は
家
庭
で
の
取
り
組
み
が
重
要

で
、
家
庭
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
を
28

万
ト
ン
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
「
今
の
暮
ら
し
と
事
業
活
動
を
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
に
」
と
い
う
標
語
で
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
予
算
は
、
市
民
向
け
お
よ
び
事
業

者
向
け
助
成
金
合
わ
せ
て
２
億
円
。

し
か
し
な
が
ら
、
認
知
度
が
低
く
、

ま
だ
４
割
程
度
し
か
使
わ
れ
て
い
な

い
。
八
尾
市
で
は
１
人
で
も
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
力
を
入
れ

て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
八
尾
市
補
助
金
特

設
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
06
―
４
９

８
０
―
２
６
９
８
）
へ
。

八
尾
市

　

旬
の
店
や
話
題
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
な
ど
、
地
域
情
報
満
載
の
フ
リ
ー

マ
ガ
ジ
ン
「
ミ
マ
ル
シ
ェ
」
を
発
行
す
る
株
式
会
社
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
（
八
尾
市
中

田
３
―
11
）
が
、
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
〝
Ｙ
Ａ
Ｏ
愛
〞
た
っ
ぷ
り
の
イ
ベ

ン
ト
「
ミ
マ
ル
シ
ェ
㏌ 
茶
吉
庵
」
を
開
催
。
会
場
と
な
っ
た
茶
吉
庵
（
八
尾

市
恩
智
中
町
３
）
は
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

10
月
19
日
、
20
日
の
２

日
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
京
阪
神

の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
中
心

に
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス

で
〝
や
お
ラ
イ
ブ
〞
を
開

催
す
る
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
を
は

じ
め
、
地
域
で
活
躍
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
が
ス

テ
ー
ジ
を
展
開
し
た
。
そ

の
他
、〝
本
編
以
上
に
話

題
を
集
め
る
〞
と
評
判
の

　
「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
を
め
ざ
し
、
２
０
２
１
年
３
月
よ
り
大

阪
・
東
京
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
展
開
し
続
け
て
き
た
Ｍ
Ｅ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｍ
Ｅ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
際
推
進
機
構
主
催
）。
12
月
17
日

に
節
目
と
な
る
10
回
目
が
開
催
さ
れ
る
。
テ
ー
マ
は
「
Ｏワ

ン
ｎ
ｅ
Ｗワ

ー

ル

ド

ｏ
ｒ
ｌ
ｄ

Ｏワ

ン
ｎ
ｅ
Ｈヘ

ル

ス

ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
の
重
要
性
（
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５
に
向
け
て
）」。

　
「
子
ど
も
―
取
り
巻
く

環
境
と
未
来
―
」
を
テ
ー

マ
に
高
評
価
を
得
た
前
回

に
引
き
続
き
、
大
阪
市
中

央
公
会
堂
・
中
会
議
室（
大

阪
市
北
区
中
之
島
１
―
１

―
27
）
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

開
幕
ま
で
半
年
を
切
っ

た
大
阪
・
関
西
万
博
に
向

け
、
基
調
講
演
を
公
益
財

団
法
人
ル
イ
・
パ
ス
ト
ゥ

ー
ル
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

の
吉
川
敏
一
理
事
長
が
行

う
ほ
か
、「
万
博
で
バ
ブ

ル
の
魅
力
を
世
界
に
〜
気

化
熱
ロ
ボ
ッ
ト
で
ク
ー
リ

ン
グ
、
世
界
初
宇
宙
シ
ャ

ワ
ー
〜
」
を
テ
ー
マ
に
株

式
会
社
サ

イ
エ
ン
ス

の
青
山
恭

明
取
締
役

会
長
、「
世

界
か
ら
見

た
日
本
の

文
化
！
」
を
テ
ー
マ
に
音

楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
Ｙ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｎ
氏
な

ど
豪
華
な
顔
ぶ
れ
と
な

る
。

　

総
合
司
会
は
Ｍ
Ｅ
Ｔ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
際
推
進

機
構
の
西
野
勝
弘
代
表
、

一
般
社
団
法
人
Ｂ
Ｍ
Ｓ
の

村
上
美
文
代
表
理
事
、
ベ

ス
ト
オ
ブ
ミ
ス
大
阪
準
ミ

ス
の
森
山
美
波
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
が
務
め
る
。

　

開
場
は
12
時
30
分
、
開

演
は
13
時
。
18
時
15
分
終

演
予
定
。

　

入
場
は
無
料
。

　

同
日
会
場
周
辺
は
「
大

阪
・
光
の
響
宴
２
０
２

４
」
に
よ
る
通
行
規
制
の

た
め
、
車
で
の
来
場
は
会

場
か
ら
離
れ
た
パ
ー
キ
ン

グ
に
駐
車
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
Ｍ
Ｅ
Ｔ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ

ト
実
行
委
員
会
の
三
谷
真

一
広
報
委
員
（
☎
０
９
０

―
３
９
９
３
―
１
３
３

３
）
へ
。

社
長
。

　

街
角
で
記
念
写
真
を
ね

だ
ら
れ
る
そ
の
姿
は
、
さ

な
が
ら
「
見
る
と
幸
せ
に

な
れ
る
」
と
愛
さ
れ
る
新

幹
線
電
気
軌
道
総
合
試
験

車
「
ド
ク
タ
ー
・
イ
エ

ロ
ー
」を
彷ほ

う

彿ふ
つ
と
さ
せ
る
。

来
年
は
「
河
内
全
域
に
ほ

め
達
を
広
め
、
ほ
め
達
検

定
合
格
者
で
溢
れ
る
街
に

し
た
い
」
と
語
る
美
馬
社

長
。

　

互
い
を
認
め
合
い
、
尊

重
し
合
え
る
社
会
を
め
ざ

し
、八
尾
の
〝
ミ
ス
タ
ー
・

イ
エ
ロ
ー
〞
は
走
り
続
け

る
。

（
池
内
文
藏
）

青山恭明会長（右）

12月17日 大阪市中央公会堂


